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＜点 鐘＞ 会長 山本 辰男 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

＜高山中央ロータリークラブ職業倫理＞ 

＜会長の時間＞ 会長 山本 辰男 
 

昨日は父の日でしたがいかがでしたか、母の日ほどではな

いような気がしますが、我が家だけでしょうか。 

さて、サッカーのワールドカップが始まり、にわかサッカ

ーファンが増えてきました。私もその一人です。昨日は残

念でした。今回はブロック戦を抜けるのは難しいのかなと

思いますがそんな中、すごくジーンと来た話が在ります。

開幕戦のブラジル対クロアチアの主審を務めた日本人の

西村さんにインタビューで決勝戦も審判をしたいですね

と聞かれたら、いやいや審判は出来ませんよ。日本が決勝

戦まで勝ち進むからと

答えたそうです。素敵

な励ましの言葉ですね。

皆さんも自分の立場か

ら一言の励ましの言葉

をうまく言える人にま

すますなってください。 

本日は 12の委員会の

発表があります一年間

のまとめです。どうぞ

よろしくお願いします。会長の時間を終わります。 

 

 

＜幹事報告＞ 副幹事 高原 清人 
 

◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

 ・「ロータリーバンド」出演のお礼状 

◎国際ロータリー第２６３０地区ガバナーエレクト事務

所より 

 ・委嘱状の件  

  次期青少年奉仕部門青少年育成小委員会委員長  

永家 将嗣 

  次期青少年奉仕部門青少年育成小委員会委員 

  下田 徳彦 

◎ロータリー米山記念奨学会より 

 ・ハイライトよねやま 171 

〇高山西ロータリークラブより 

 ・例会休会のお知らせ 

  ６月２７日（金）定款により休会 

＜高山市青少年育成市民会議より＞ 

 ・平成２６年度「高山市少年の主張コンクール」開催の

ご案内と出役の依頼 

  日時：６月１５日（日）１３：３０～ 

  開場：高山市民文化会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜本日のプログラム＞ 
クラブアッセンブリー 
 

クラブ管理運営委員長 永家 将嗣 
 

今年度委員会の方針である「長期事業について考える」と

いうテーマのもと、今まで行ってきた出前講座に焦点を絞

り、いかに多くの学校を対象に出来るのか、そしてマンモ

ス校に対しての対応を如何にするかの２点を考えて、高山

市教育委員会に働きかけ「キャリア教育を考える会」を立

ち上げました。 

そして地域子ども教育参画会議のメンバーや高山市社教

連・高山市校長会中学校長会・高山市教育委員会・中央ロ

ータリークラブのメンバーでスタートし、途中で高山西ロ

ータリークラブ・高山ライオンズクラブ・高山岊城ライオ

ンズクラブ・ソロプチミスト・高山青年会議所・高山商工

会議所青年部に参加を頂きました。そして中学校長会から

ご要望が出た中山・丹生川・久々野・荘川清見の５中学の

出前講座に対応していける組織造りがスタートしました。 

 

  

◆会長  山本 辰男   ◆幹事  中田 専太郎   ◆会報委員長 前越 路子  ◆会報担当 平林 英一 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1007 回 
51 名 50 名 42 名 － 84.00% 

前々回 

1005 回 
51 名 50 名 47 名 0 名 94.00% 

＜出席報告＞ 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2013～2014年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「楽しい時(例会)が素晴らしい人生(ロータリー)を創る」 
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クラブ奉仕委員長 大保木 正博 
 

1000回例会の企画実施が活動のメインでしたが、平成 26

年 4月 21日にひだホテルプラザで開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内 容】 

友好クラブである平塚湘南 RC からの訪問メンバーも含め、

記念講演及び祝宴から構成する例会として実施しました。 

①記念講演 野麦峠女工哀史講演（の麦峠を越えた娘たち） 

講師：岡田すみ子様 

中央クラブメンバーは改めて地元飛騨の哀史を再認識

する機会となり、湘南メンバーは新入会員も多かったが、

一般的に知られている飛騨とは違った別の一面を紹介

することができました。 

②祝宴 司会：佐田鐘子さん（HitsFMナビゲーター・演

歌歌手）佐田さんには祝宴中歌唱もしていただきました。

中央クラブメンバー、湘南メンバーは 1000回例会を祝

い、大いに懇親を深めました。 

2日目は観光組とゴルフ組に別れ、それぞれ懇親と友好

を深めました。 

観光は白川郷合掌集落を観光した後、前日の講演会をト

レースする意味から飛騨市古川へ脚を延ばし、八ツ三で

食事をしました。ゴルフ組は高山カントリークラブでプ

レーを楽しみました。 

④実行収支 当初から例会に 300,000円の予算を頂いて

いたため、個人負担をできるだけ抑えるように実施しま

した。 

その結果例会の収支は、収入 899,500円に対し、支出

796,200円となり、現在 103,300円の残金となっています。

今後 1000回例会の記念としてロータリー事務局の看板を

設置する予定です。収支については先回の理事会でご承認

いただいています。 

 

 

職業奉仕委員長 岩垣津 亘 
 

「職業を通じて社会に奉仕する」の基本理念のもと基本方

針は会員が職業奉仕の目的を深く認識し、職業奉仕を実践

する活動を研究し啓発する。ということであります。 

・昨年 9月 19日に白川中学校 2年生 22名の職場体験の受

け入れ先をメンバーの方に協力していただき紹介させ

ていただきました。協力いただいた 7名の会員の皆様あ

りがとうございました。 

・10月 7日の担当例会は職場訪問例会としてメンバーの

大原さんが理事長をしてみえます飛騨信用組合本店に

移動して店内をくまなく案内していただきました。オフ

ィス棟と一般の人に解放してありますコミュニケーシ

ョン棟とに分けられた地元に根差した新しい形の金融

機関を訪問してきました。大原さんありがとうございま

した。 

・2回目の担当例会は 3月 3日には、昨年地区の職業奉仕

セミナーの時、紹介されたビデオをみていただきました。

ロータリーの「職業を通じて社会に奉仕する」という文

句にふさわしい長野市の中央タクシーという会社のビ

デオで、内容はお客さんの幸せが第一で利益は二の次と

いう精神で社員一丸となって実践している会社でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員基盤増強委員長 島 良明 
 

【基本方針】 

①会員増強・会員選考・職業分類の各委員会と協力して、

会員の純増 3名を目指す。 

②大会防止の為、新会員の歓迎会や維持対策親睦会活動の

参加を推進する。 

【活動内容】 

①『春慶塗りマイ箸』づくりに協力した。 

②地区会員基盤増強維持部門・担当委員 山川敬止（鈴鹿

シティ RC）さんに卓話をしてもらった。 

③会員増強・会員選考・職業分類の各委員会の人達を中心

として『ロータリークラブに入会して良かった事』と題

して、会員スピーチを行った。 

④会員基盤増強委員会・会員増強・会員選考・職業分類の

委員会会議にて、会員増強の為の、メンバー推薦を行っ

た。 

結果、7名の新会員候補者が選出され、高山中央ロータ

リークラブ内にも承認された。 

承認された、7名に対して、推薦状を製作して、それぞ

れに手渡した。これによって、相手の人は、高山中央

ロータリークラブから推薦された事を意識され、今後

の入会も発展性があると確信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡＡ 下田 徳彦 
 

ＳＡＡでは今年度委員長、副委員長含めて 11名のメンバ

ーを配属していただきましたので、グループ当番制により

偶数月担当 5名と奇数月担当 6名の 2グループに分けて任

務に当たりました。それぞれのグループリーダーは毎月交

替し、SAAメンバ

ーが年に 1回はリ

ーダーを担当する

計画で進めました。

皆様の協力で一年

間円滑に進めるこ

とができ、ありが

とうございました。

また今年度のガバ

ナー訪問担当を当
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クラブで行いましたが、メンバーの協力のもと、無事務め

ることができ、重ねてお礼申し上げます。 

今年から始めた「友愛の広場」での管理を担当しましたが、

事業計画の打ち合わせ等で有効に活用されていると感じ

ております。 

備品関係で、古くなって修繕が必要なものが幾つか出てき

ましたので、申し送り事項としてお伝えしていきます。 

反省点としては、移動例会時の会場設営において確認不足

なところがありましたので、都度確認していく必要がある

と反省しています。 

 

 

環境保全委員長 谷口 欣也 
 

先ずもって、先週の移動例会には、遠方にも関わりませず、

多くの皆様にご出席いただき、誠にありがとうございまし

た。また、坂之上委員長の奉仕プロジェクト委員会グルー

プに属する委員長の皆様には、道案内等のご協力をいただ

き、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度当委員会は、平林副委員長と内田さんの３名で運営

し、先週の移動例会と先月の第１例会の２つの例会を年度

末に続けて担当させていただきましたので、皆様の記憶に

まだ残っているのではないかと思いますが、この二つの例

会についてご報告いたします。 

開催順とは逆ですが、初めに先週の移動例会では、旧原山

スキー場の旧キンキロッヂ跡に改装オープンしたてのダ

イニング＆カフェ原山で食事とセレモニーを行った後、木

質燃料株式会社や飛騨製箸株式会社等が入る工場へ移動

し、清水専務さんに工場の概要や環境保全への取り組み等

について、パワーポイントを使ってご説明いただきました。

続いて清水専務さんに両社の工場や、環境ネット株式会社

の佐藤社長さんに同社の工場をご案内いただきながら見

学させていただきました。余談ですが、私は次年度社会奉

仕委員会を担当させていただくのですが、この移動例会で

はダイニング＆カフェ原山と環境ネットという二つの授

産施設を利用したり、見学したり出来たことは、とても良

かったと思いました。 

一方の５月第１例会では、高山市環境政策推進課より挾土

課長さんをお招きし、高山市が現在取り組んでいる環境施

策について、パワーポイントを使ってご説明いただきまし

た。卓話を依頼する打ち合わせでは、制限時間のみをお伝

えし、内容をすべてお任せした結果、ご用意いただいた盛

沢山の原稿を速読で、しかも途中省略しても、読み終える

のに時間延長が必要となってしまったので、内容を絞って

お願いするべきだったと思いました。この卓話の中でも紹

介がありましたが、「自然との共生」のプログラムとして、

今月２８日の土曜日に飛騨・世界生活文化センターで植樹

イベントが開催されます。お時間が許す方は是非ご参加い

ただきますようお願いいたしまして、環境保全委員会のご

報告を終わらせていただきます。一年間どうもありがとう

ございました。 

 

 

 

高山中央未来委員長 中田 学 
 

中央未来委員会は継続委員会 2年目でした。 

今年は他の高山の 2クラブからアンケートを頂きそれぞ

れのクラブの方向性の違いを調べ、そこから当クラブの方

向性を見出したいと考えました。 

高山ロータリークラブはオールラウンドクラブの動きで

すが環境問題に力を入れています。 

高山西ロータリークラブは、予算をしっかりつけて国際交

流に力を入れています。 

高山中央ロータリークラブは青少年育成事業に重きを置

き、地域に根ざして継続的事業として取り組んでいかなけ

ればならないと考えます。 

来年、未来委員会は 3年目となるのですが、先日地区協議

会で地区セミナーに出席した際、今年手続き要覧改定の形

が大きく変わるとの事、服部パストガバナーのお話があり

ました。この大きく変わるときに未来委員会としてしっか

り勉強していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立 25 周年準備委員長 橋本 修 
 

平成 3年 5月 20日に創立し、28年 5月 20日で 25周年を

迎えます。この年はガバナーとして春は地区協、秋は地区

大会と大きな行事が控えておりますので、記念大会は来年

27年 11月 14日（土）に設定をしました。委員会メンバ

ーとして松之木副委員長を始め、10名にて準備を進めて

行きたいと思います。 

【基本方針】 

多くの方々の恩恵を受け 25周年を迎える感謝を歩み築い

てきたという誇りで感動を有し、更に中央らしさで未来を

託す子供らに夢を持てるプロジェクトを確立したい。又、

公益的事業を行うことにより中央ロータリークラブに対

する市民の理解を深めてもらうとともに、社会貢献につな

げることを目的とする。 

【活動内容】 

平成 28年はちなみにどういう年かと言いますと、（市制施

行 80周年）（東日本大震災 5周年）（高山駅西駅前広場自

由通路使用開始予定）（御嶽高地トレーニング施設整備）

等で具体的には何も決まっておりませんが、9月に予定し

ております例会日をコミュニケーションとしております。

会員皆様方から色々なご意見を賜りたいと思います 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第 1007 回 H26･6・16 

 

 

親睦活動委員長 都竹 太志 
 

あと 1回の活動を残しておりますが、当初の予定通り無難

に 6回の予定をこなしてきたかと存じます。基本方針の中

にあります「楽しい」という言葉が、会長の今年度の方針

に近づいたかは分かりません。しかし、年初、委員会メン

バー全員で今年度の活動内容を練り上げ遂行できたこと

は、少なくとも委員会内の親睦ははかれた証かと存じます。

不慣れで進行の不具合があったり、どれ程楽しんで頂き親

睦をはかって頂けたかは分かりませんが、1年間お付き合

い頂き有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報委員長 前越 路子 
 

今期は、基本方針といたしまして、会員間の距離を近づけ

るのに役立つ、例会の雰囲気がそのまま伝わる会報作りを

目指すといたしまして、一年間やってまいりました。副委

員長の伊藤さん、委員の今井さん平林さん岩垣津さん中田

学さん岡崎さんにご協力いただき、例会の雰囲気がそのま

ま伝わる会報作りができたのではないかと思っています。 

担当例会がなかったため、会報作りに専念いたしました。

夏のマイ箸づくり、先日の 1000回記念例会などについて

も、会報の中で皆様方と思いを一つにできたのではないか

と考えています。 

 

また、会員各位に対しての原稿依頼についても皆様快くお

受けいただきありがとうございました。卓話を賜った方々

についても、担当委員会のご協力のもと原稿をいただき大

変ありがたいことと思いました。原稿をいただけなかった

り、そのまま会報に乗せるのに不向きだったりしたものも、

自分なりに原稿を起こしたり改稿させていただいたりす

る中で卓話をもう一回かみしめることができ良い経験を

させていただいたと思っています。 

新米の委員長で、委員の方々又会員の皆様方に支えられて

無事一年を過ごすことができました。皆様ありがとうござ

いました。 

 

 

出席/プログラム委員長 新宮 一郎 
 

【基本方針】 

・基本となる例会出席率の向上 

・優良出席会員表彰 

・ロータリー活動の共通理解と会員相互の交流を深められ

るような有意義なプログラムを作成 

【活動内容】 

・年 5回の担当例会では会員スピーチを実施 

会員の会社・自分生き様等自由なスピーチを通して自

己・会社 PRをして頂き会員同士の絆を深める事ができ

ました。 

スピーチは全員での総選挙で 10名の方にお願いしまし

た。 

2月 17日(月) 西倉 良介  長瀬 栄二郎 

3月 10日(月) 前越 路子  新宮 一郎 

4月  7日(月) 堀口 裕之  高橋 厚生 

5月 19日(月) 周 信夫   大原 誠 

6月  2日(月) 高殿 尚   道下 利一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

連続して例会欠席しておりました。仕事が重なってしまい
ましたが健康で働ける事に感謝してニコニコへ。 

               高橋 厚生 
 

 
 
 
先日、高木歯科さんに治療に行った時サービス治療して頂
きました。高木先生、ありがとうございました。本日、早
退します。               久々野 国良 

 


